
  

 

2025度（令和7年度）幼稚園評価自己評価表 

 

最終更新日 2026年（令和８年）３月16日  園番 27 福山市立 緑丘 幼稚園 

 

１ 幼稚園教育目標 

心豊かにともに伸びる“たくましいこども”の育成 

 

２ 目指す自園の幼稚園像（ビジョン）                   ３ 目指す幼児像 

①一人一人が自信をもって自己表現ができる子を育てる幼稚園 

②直接体験を大切にした感動ある保育実践ができる幼稚園 

③保護者や地域の人々との繋がりを大切にする幼稚園 

 

 

 

①やさしい子（友達の気持ちを受け止められる子） 

②考える子 （自分の思いを伝え、友達と一緒に考えられる子） 

③粘り強い子（自己肯定感をもち、目標をもって取り組める子） 

 

４ 自園の現状分析（地域環境・園の環境・幼児観・保護者、地域との連携協力・現状課題など） 

本園は、創立50周年を迎える。市中心部から離れた東部に位置し、商業施設や住宅が増え、人口の流出入が激しい地域である。一昨年度より3年保育がスター

トし、保護者・地域の期待は高く、校区外からの入園園児も多い。しかし、年々少子化と働く保護者の増加で、園児数は減少している。 

コロナ禍があけ、日常が戻り、PTA 活動や懇談等の関わりの中で、保護者の関係が少しずつ構築されつつある。しかし、保護者の価値観は多様化し、こどもに

気を遣いながら接し、こども主体をはき違えている保護者や支援が必要な保護者がいる。 

こども達は、友達や異年齢、1 年生との関わりが日常的に行われようになり、友達大好き・遊ぶことが大好きなこどもが増えてきた。また、自信をつけてくる

とあいさつが自分から出来る子も増えてきた。   

しかし、近年社会状況が一変し、こどもの遊びや文化も大きく変容し、ゲーム・ユーチューブ等ICT機器を使って遊んでいる子が増加し、興味関心の幅が広が

っている。また、こどもの実態や育ちも多様化し、共通の話題が持てなくなりつつある。療育に並行通園する等 支援を要する子も多い。人と関わる経験やいろ

いろな経験不足、こだわりから、不安感が強く、初めからできないとあきらめたり、チャレンジしたりしようとしない子が多い。また、自分を表出できる子が増

えてきているものの、人の話を最後まで聞いたり、理解し咀嚼して自分で考えたりする力は弱い。 

このような実態から、保育者はこども理解に努め、こども一人一人を丸ごと受け止め、安心して園生活を楽しめるようにする。そして、人との関わりや自然と

のふれあいなどリアルで豊かな感動体験を積み重ねながら、自信をつけさせ、教育目標に迫っていきたい。 

 

５ 今年度の重点目標と設定理由（ビジョン実現のために） 

重点目標 設定理由 

心を動かし、互いに育ち合う 

幼児を育てる 

～認め合い、つながり合う保育

を目指して～ 

 

3年保育がスタートして2年。同年齢や1年生を含めた異年齢との触れ合いや交流を通して、「～がやってみたい」「～ができ
るようになりたい」とやりたい気持ちを引き出し、思わず伝えたくなるような援助や環境について、職員間で連携や研修を行
い、こども理解や環境構成について学び合うことができた。こども達は自己充実を通して、少しずつ自己表出し、意欲的に活動
する姿が見られるようになってきた。 
本年度も、こどもの姿から一人一人の育ちや思いをしっかり読み取り、やりたい気持ちを引き出すための援助や環境構成を

工夫する。そして、人との関わりや自然とのふれあいなど、感動体験やリアル体験の充実を通して、こどもが心をときめかせ、
「～したい」「～したら、～なった。次は～したい」等 友達と共有する中で、互いの個性やよさを認め合い、つながり合う保
育を目指していきたいと考え、この研究主題を設定した。 



 

 

※【評価】Ａ－達成した Ｂ－ほぼ達成した Ｃ－じゅうぶん達成していない Ｄ－達成していない 

 
3年間の目標 1年間の目標 具体的な方策 評価 

評  価  結  果 

○＝反省や課題 ◎＝改善のための方策 

生
き
る
力
の
育
成 

安心して自分の思いを

表現できる力を育む 

身近な人に自分の思いを表

出しようとする 

・保育者はこどもの思いを受け止め、共感した

り関わろうとする姿を認めたりする 
A 

〇一人一人のこどもの思いを受け止め、小さなつぶやきを拾いあげ、思いに共感しまがら
関わってきた。また、支援の必要な子だけでなく、見落としてしまいそうなこどもにもし
っかり目を向け、ちょっとした表情も見逃さないよう気をつけて関わってきた。また、思
いを表出しにくい子には思いをくみ取って代弁していった。そうすることで、こどもたち
は安心して自己表現し、友だちと思いを出し合って遊びを進めていく姿が見られるように
なり、来園者にも声をかけ挨拶し、休憩時間に遊びにきた小学生にも「遊ぼう」と、声を
かけて関わる姿が見られるようになった。 
◎これからも安心して自己表現できる環境づくりや友だちに意識が向くような声かけや
関わりをしていく。 

・こどもの小さな成長や頑張りを見取り、次へ

の意欲を高める援助をする 
A 

〇「〇〇がすごいね。」「その気持ちがすごいよ」と、できるようになったことだけでなく、
こどもの気持ちに寄り添う声かけをしてきた。また、スモールステップで取り組んだり、
意欲が見えた時に励ましたり、こどもの実態に合った声かけを工夫してきた。そのことか
ら、こどもたちが「またしたい！」「もっとしたい！」という、気持ちが育ってきた。 
◎こどもの心地よい励ましを探り、個々に応じた声かけや対応を工夫していく。 

身の周りの環境（人・こ

と・もの）に自分から進

んで関わる力をつける 

遊びが継続し、次の遊びに

つながるよう、実態に応じ

てマネジメントする 

・年間計画に基づき発達段階や幼児実態・季節

等に応じて、興味を持って遊ぶことができる

環境構成を工夫する 

B 

〇〝楽しい″〝もっとしたい″という充実感を感じることができるように教材研究をし
てきた。また、さらに〝次に〇〇したい″という明日へつながる振り返りも大切にしてき
た。期のねらいやこどもの実態に応じて玩具なども変えるなど工夫をしていった。 
◎自然物を環境に取り入れることの難しさがあった部分もあり、計画的な栽培計画の見直
しをしていく。 

 

教
師
の
役
割 

互いに認め合いつながり

合えるよう、保育を工夫

する 

保育の質を高める研修を工

夫し、実践を進める 

・遊びの環境を週１回は振り返り、援助・環境

構成のあり方について意見交流する 

・幼児実態をもとにねらいに迫るためにカリキ

ュラムを柔軟に見直し実践する 

B 

〇振り返りをして思いを共有し保育の見直しにつながった面もありよかったが、今年度、
研修や休暇等で職員が抜けることが多く、１学期・２学期は振り返りができにくい実態が
あり、週１回の振り返りができないことがあった。そのため、３学期は、振り返りを短時
間でもしていこうと日々の振り返りに変更していった。また、カリキュラムの見直しが十
分できなかった。 
◎無理なくできる計画と職員体制で研修ができるような形を考え取り組んでいく。 

個々の実態に応じた指

導・援助・環境を工夫する 

個々が自己充実できるよ

う、こども理解に努める 

・幼児の育ちを読み取り、職員間で共有す 

 る 

・関係機関や相談機関と丁寧に連携し、学んだ

ことを実践に活かす 

B 

〇個の実態と援助の在り方について、日々、話をしながら検討し、取り組んできた。 
〇療育機関と電話や訪問等で連携をとり、幼児への支援に生かせた。 
◎今後も個について丁寧に見取り、こども理解について学んでいく。 

 

信

頼

さ

れ

る

幼

稚

園 

幼稚園教育の理解を広め

る 

アンケートで「便りや手紙、

対話等でこどもの様子や成

長がわかる」と肯定的評価

する保護者を 87%以上にす

る 

・保護者に手紙・便り・対話等でこどもの様子

や育ちを知らせる 

・スマート保育やホームページを活用し、園長

だより・園だより・クラスだよりをニーズに

応えられるよう配信する 

B 

〇園からのたよりは写真を用いたり、必要な内容を短い文章で配信し、伝えたりすること
ができた。保護者からは、わかりやすいという声をいただいている。また、気づきや思い
があれば、知らせてくださり、相互の会話にもつながっている。たよりだけでなく日頃の
保育についても降園時に丁寧に伝えてきたことで、幼稚園教育アンケートの「便りや手紙、
対話等でこどもの様子や成長がわかる」と肯定的評価は、100％だった。〝こどもの様子
がよくわかります″〝お手紙でもわかるし、こどもも話してくれます″など好評を得てい
る。しかし、定期的に配信する予定が、業務が忙しい時期に配信できなかったこともあっ
た。 
◎スマート保育を活用し日常の手紙で様子や写真配信を定期的に配信していく。 

子育てについて気軽に

相談できる幼稚園にす

る 

アンケートで「安心して幼

稚園に預けられる」と肯定

的評価する保護者を 87％

以上にする 

・職員から保護者に積極的に声かけをし、 

信頼関係を築き、子育てについて共に考 

える機会をもつ 

・学級懇談やPTA活動を工夫し、保護者同士の

つながりをつくる 

A 

〇学級懇談では、今のこどもの姿から成長や悩みについて話ができ、共感したり励まし合
ったりして保護者同士がつながってきた。降園時に個別にこどもの優しい姿や興味をもっ
て真剣に取り組んでいたことなども意識して伝えてきた。 
〇アンケート「幼稚園の保育は、こどもの興味・関心を大切にしている」の肯定的評価は、
100％である。 
◎配信を見ていない保護者がいたことがあり、配信に頼らず、懇談会や手紙、降園時の話
を工夫しながら取り組んでいく。 

 


